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　　村上　裕道  企画・調整部　企画グループ　事業企画チーム　チーム長（テーマ 1 第

3 回からテーマ 1 第 7 回まで）
　　渡邉　　健  企画・調整部　企画グループ　事業企画チーム　チーム長（合同研究会

から）
　　竹原　成悦 企画・調整部　企画グループ　事業企画チーム（合同研究会まで）
　　橘　　秀治 企画・調整部　企画グループ　事業企画チーム（合同研究会から）
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　　山本　将史 企画・調整部　事業評価グループ　評価企画チーム
　　米田　一弘 アジア第一部次長・第一グループ　グループ長（第 1 回）
　　加藤　正明 アフリカ部　次長
　　池田　修一 ラオス事務所　次長（第 1 回）
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　　大迫　正弘 有限会社　ネフカ
研究会事務局
　　桑島　京子  国総研　調査研究グループ　グループ長（〜 2006 年 7 月）
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※人事異動などによりタスクを離れた場合には、その時点での所属を示す。
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『事業マネジメントのあり方』研究会　実施実績

テーマ１　　開発目標達成のための事業の戦略性強化

開催日 内容

第１回 2006 年 6 月 28 日 他ドナーによる「戦略的取り組み」の経験

第 2 回 2006 年 10 月 11 日 「バングラデシュ基礎教育の質の向上」プログラムの
報告から

第 3 回 2006 年 11 月 8 日 「ガーナ国アッパーウエスト州健康の輪」プログラム
の報告から

第 4 回 2006 年 11 月 29 日 「タンザニアにおけるプログラム策定・運営の試み」

第 5 回 2006 年 12 月 19 日 「南スラウェシ州地域開発支援プログラム」事業形成・
実施上の工夫と課題

第 6 回 2006 年 12 月 27 日 ハンドブック（テーマ 1）項目検討

第 7 回 2007 年 4 月 20 日 ハンドブック（テーマ 1）ドラフト検討

テーマ２　　プロジェクトマネジメントのあり方

開催日 内容

第１回 2006 年 3 月 15 日 近年の事業マネジメントを取り巻く環境と課題、テー
マ 2 における事例分析についての意見交換

第 2 回 2006 年 4 月 13 日 演習教材「開発援助のマネジメントについて考える」
報告、意見交換

第 3 回 2006 年 5 月 31 日 「セネガル総合村落林業開発計画（PRODEFI）第１
フェーズ」事例分析、意見交換

第 4 回 2006 年 10 月 25 日 「エチオピア国アレムガナ道路建設機械訓練センター
プロジェクト」報告、意見交換

第 5 回 2006 年 12 月 5 日 ハンドブックの全体像とテーマ 2 概要検討

第 6 回 2007 年 3 月 26 日 ハンドブック（テーマ 2）ドラフト検討

テーマ 1・テーマ 2合同研究会

開催日 内容
2007 年 9 月 7 日 事業マネジメントハンドブック最終確認
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